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緒
　
言
水戸善重寺は、茨城県水戸市に所在する真宗大谷派寺院である。山号
を遍照山といい、開基を親鸞面受の直弟善念とし、親鸞聖人二十四輩の第十二番に数えられる、いわゆる二十四輩寺院である。
同朋大学仏教文化研究所ではすでに一九八一（昭和五十六）年九月
三十日に調査 行い（当時は「同朋学園仏教文化研究所」 ） その成果を『真宗初期遺跡寺院資料の研究』 （ 『同朋学園仏教文化研究所紀要』第七・八合併号、一九八六年）のなかで示した。著名な聖徳太子木像（国重要文化財）や恵信尼影像をはじめ二三点にわたる目録と恵信尼影像の写真、五点の古文書翻刻を掲載したが、目録末尾に「他、古文書類多数アリ」として、今後の調査にも課題を残していた。
このたび、善重寺住職の藤本貫大氏より、山口昭彦氏のご紹介を通じ
て、古文書整理のご依頼を受けた。そこで次の二回にわたって調査にうかがい 整理に取り組んだ。
　
第一回
　
二〇一四年九月十八日（安藤・中川・藤村・松金）
　
第二回
　
二〇一五年三月六日（安藤・中川）
具体的に調査・整理の対象となったのは総数二六八点にお ぶ近世・
近代文書であった。作業の内容は、付箋による整理番号の付与、法量
採寸、写真撮影である。なお完全を期す必要はあろうが、ここに調査した史料の目録を掲げて報告することにしたい。
今後の研究のため、内容を概観しておくと、善重寺は初期真宗以来の
由緒を持つが、江戸時代に入ると、徳川光圀との関係もあって水戸藩内における東本願寺系寺院・門徒の「触頭」となっている。寺社奉行所とのやりとりや諸寺院への回文、また、本山東本願寺、東本願寺浅草御坊とのやりとりを示す文書 多数見出される。宗門送状や人別証文など、寺請・寺檀関係の文書も多くある。さらに本山免状 善重 歴代 継承やその周辺に関する史料もあり、由緒・法宝物目録などの記録も伝来ている。明治 大正期の堂舎再建等を示す史料も残る。水戸藩以来の廃仏毀釈や幕末動乱による戦火を逃れて、こうした多数の古文書類を伝存しえたのはたいへん貴重なことである。史料 読み込んでいけば、さらに多くの興味深 歴史的事実を見出すことができるであろう。
最後に、史料の整理・調査から今回の目録の作成・公開に至るまで、
ご高配をたまわっ 善重寺住職藤本貫 氏、山口昭彦氏に ら めて謝意を表する次第である。
（文責
　
安藤
 弥）
　＊目録の表記については、原則として、史料番号・史料名称・員数・
形態・整理時仮番号（＝付箋・写真番号） ・寸法・年次と差出（もしくは作者） ・宛名・備考（＊）の順に示した。
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遍照山善重寺調査文書史料目録（一）近世文書１
　
善重寺十四世善慶覚書八箇条
　　
一点
　
継紙二枚
　［Ａ１］
縦一五・六㎝×横八七・四㎝（年未詳）六月二十三日
　
善慶（花押）
＊付箋「十四世善慶真蹟」
２
　
当寺旧記抜書
　　
四点（不完全）
　
継紙（二紙）
　［Ａ２］
縦一六・五㎝×横四八・五㎝（年月日未詳）
　
二十四輩十二番
　
遍照山善重寺
＊四通目は「当寺宝物」目録。
３
　
当寺旧記別紙入覚候
　　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ａ３］
縦一六・七㎝×横四九・〇㎝（年月日未詳）
　
善重寺
４
　
念了書状（前欠）
　
一点
　
一紙
　［Ａ４］
縦一五・五㎝×横三一・六㎝延宝三（一六七五）年二月二十一日
　
念了（花押）
民部殿へ＊端書「念了御房真蹟」
５
　
善重寺十六世念悰書状断簡
　　
一点
　
継紙（二枚）
　　
［Ａ５］
　
縦一五・九㎝×横四五・六㎝（年月日未詳）＊付箋「十六世念悰真蹟」
６
　
善重寺十六世念悰回文
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ６］
縦一六・四㎝×横九六・七㎝（年未詳）辰十二月廿三
　
善重寺
安楽寺・信願寺 真仏寺・浄光寺 願船寺・上宮寺 阿弥陀寺・枕石寺・西光寺・覚念寺・慈願寺・照願寺・善徳寺・寿命寺・本誓寺・常圓寺・宝泉寺・青蓮寺・常弘寺＊端書「十六世念悰筆回文」 、一紙は書状断簡
７
　
善重寺十六世念悰回文
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ７］
縦一五・五㎝×横九二 一㎝（年未詳）正月八日
　
善重寺
阿弥陀寺・照願寺・枕石 弘 西光 願船 安楽 ・本専寺・法泉寺＊端書「十六世念悰筆回文」
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８
　
善重寺十七世善隣回文
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ８］
縦一四・六㎝×横四七・二㎝（年月日未詳）＊端書「十七世善隣筆回文」
９
　
乍恐口上書を以奉願上候事
　　
一点
　
奉書紙
　　
［Ａ９］
縦三二・七㎝×横四一・二㎝延享三（一七四六） 寅十二月京東六条本願寺末坂戸村善重寺（印
　
→
　
寺社御奉行所
＊端書「十七世善隣真跡」
10　
善重寺十八世念秀回文
　　
一点
　
継紙（二枚）
　　
［Ａ
10］
縦一六・三㎝×横九〇・七㎝（年未詳）四月廿九日
　
坂戸善重寺
阿弥陀寺（黒印） ・照願寺（黒印） ・枕石寺（黒印） 西光寺（黒印） ・願船寺（黒印） ・真佛寺（黒印） 法専寺（黒印）＊端書「十八世念秀筆回文」
11　
御月見之次第黒書院獨禮
　
一点
　
継紙（三枚）
　［Ａ
11］
縦一五・八㎝×横七九・六㎝宝暦九（一七五六）年正月六日
12　
乍恐以口上書奉願上候
　　
一点
　
奉書紙
　　
［Ａ
12］
縦三二・七㎝×横四一・一㎝天明五（一七八五）年己三月
　
常州水戸二十四輩善重寺善継（花押）集会所月番御家中
13　
善重寺善継書状
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
13］
縦三〇・四㎝×横四三・二㎝（年月日未詳）
　
善重寺善継
浅草御輪番衆中
14　
善重寺十九世善継回文
　　
一点
　
継紙（三枚）
　　
［Ａ
14］
縦一六・〇㎝×横九二・一㎝（年未詳）卯八月廿七日
　
坂戸村善重寺
阿弥陀寺（黒印） ・照願寺（黒印） ・枕石寺（黒印） ・西光 （黒印） ・願船寺（黒印） ・真佛寺（黒印） ・法専寺（黒印） ・正念寺 黒印）＊付箋「十九世善継筆回文」
15　
宝物弘通之儀につき書状
　　
一点
　
継紙（二枚）
　　
［Ａ
15］
縦一六・〇㎝×横五八 七㎝（年未詳）巳正月
　
善重寺（黒印）
寺社御奉行所＊端書「善継真蹟
　
巳正月」
16　
宝物弘通之儀につき書状
　　
一点
　
継紙
　　
［Ａ
16］
縦一六・二㎝×横三七・〇㎝（年未詳）巳二月
　
善重寺（黒印）
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寺社御奉行所＊端書「善継真蹟
　
巳二月」
17　
寺社奉行達書
　　
六点
　
継紙
　　
［Ａ
17］
縦一四・四㎝×横三八・六㎝（年未詳）亥五月＊端書「寺社奉行達書
　
六枚」
18　
寺社奉行所九箇条覚書
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
18］
縦二六・六㎝×横三七・ ㎝（年未詳）六月廿九日
　
寺社奉行所
＊善重寺由緒等について
19　
東本願寺家臣団連署状写
　　
一点
　
折紙［Ａ
19］
縦二七・五㎝×三七・〇㎝（年未詳）七月二日
　
下間治部卿頼静他四名
20　
寺社奉行所逹書
　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ａ
20］
縦一六・〇㎝×横三五・五㎝（年未詳）七月六日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺
21　
寺社奉行所逹書
　　
一点
　
継紙（四紙）
　　
［Ａ
21］
縦一五・〇㎝×横一二二・〇㎝（年未詳）二月十日
　
寺社奉行所
酒門村善重寺
＊端書「寺社奉行所判決本書」
22　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
22］
縦二九・八㎝×横四一・七㎝明和八（一七七一）年八月
　
寺社奉行所
＊端書「 月廿 日付回文ノ本達」
23　
善重寺念称書状
　　
一点
　
継紙
　　
［Ａ
23］
縦一八・五×㎝横
 五二・五㎝
（年未詳）三月廿三日
　
善重寺念称
江戸浅草御輪番衆中＊端書「念称真蹟」
24　
本山免状（職掌歓喜光院御影）
　　
一点
　
切紙（現状）
　　
［Ａ
24］
縦一九・六㎝×横五二・〇㎝文化二（一八〇五）年正月十六日嶋主膳綱淇 花押） ・宇野相馬直延（花押）常州茨城郡水戸庄濱田郷坂戸村善重寺
　
願主
　
念称
＊東本願寺十九代乗如影像
25　
宝満寺あて阿弥陀寺書状
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
25―
1］
縦一五・六㎝×横五二・一㎝（年未詳）正月晦日
　
阿弥陀寺
宝満寺様＊端書「念稱得度養子ノ書類五通ノ内」 （
25～
29）
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26　
宝満寺書状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ａ
25―
2］
縦一八・〇㎝×横七三・二㎝（年未詳）二月十七日
　
宝満寺
松軒直人・林光寺様・光圓寺様＊端書「念稱養子得度ノ書類五通ノ内」 （
25～
29）
27　
乍恐奉御改申上候口上覚
　　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ａ
25―
3］
縦二五・三㎝×横八三・一㎝寛政三（一七九一）年亥五月廿日常州茨城郡水戸坂戸善重寺地中林光寺 善重寺門徒惣代弥平集会所月番御衆中＊端書「念稱得度養子ノ書類五通ノ内」 （
25～
29）
28　
宝満寺あて林光寺松軒書状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
25―
4］
縦一五・六㎝×横一一八・ ㎝（年未詳）四月十六日
　
林光寺僧松軒
宝満寺様＊端書「念稱養子得度ノ書類五通ノ内」 （
25～
29）
29　
善重寺あて阿弥陀寺書状
　　
一点
　
継紙（三紙）
　　
［Ａ
25―
5］
縦一六・一㎝×横一一六・五㎝（年未詳）八月晦日
　
額田村阿弥陀寺
坂戸村善重寺様＊端書「念稱養子得度ノ書類五通ノ内」 （
25～
29）
30　
 東本願寺家臣大場斎院正章書状
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
26―
1］
縦一八・七㎝×横二三・五㎝（年未詳）四月廿五日
　
正章（黒印）
＊端書「坂戸善重寺英丸様
　
大場斎院」
＊包紙上 廿世念稱上京面御書四通」 （
30～
33）
31　
東本願寺家臣粟津元陳書状
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
26―
2］
縦一九・〇㎝×横二三・六㎝（年未詳）四月廿五日
　
元陳（黒印）
＊端書「水戸善重寺様
　
粟津環」
32　
東本願寺家臣下間頼静書状
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
26―
3］
縦一八・七㎝×横二四・〇㎝（年未詳）四月廿五日
　
頼静（黒印）
＊端書「水戸善重寺様
　
下間治部卿法 」
33　
東本願寺家臣下間頼興書状
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
26―
4］
縦一八・八㎝×横二三・九㎝四月廿五日
　
頼興（黒印）
＊端書「水戸善重寺様
　
下間大蔵卿法橋」
34　
善重寺二十一世念道肖像書付
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
27］
縦一七・九㎝×横二五・〇㎝文化十三（一八一六）年十月二十一日画
　
釋如海（花押）
＊端書「念道御房肖像」 、念道は同年九月四日没（三十一歳）
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35　
善重寺二十二世念住回文
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
28］
縦一五・五㎝×横五四・五㎝（年未詳）正月廿四日卯之上刻
　
善重寺（黒印）
36　
小宅重治・鹿島宗長連署状
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
29］
縦一六・七㎝×横四五・五㎝（年不詳） 〈庚／午〉六月廿五日小宅清兵衛重治（花押） ・鹿島彦兵衛宗長（花押）善重貴寺
37　
本山免状（緋裘帯達如上人御寿像）
　
一点
　
切紙（現状）
　　
［Ａ
30］
縦一九・六㎝×横五六・五㎝嘉永二（一八四九）年七月十三日粟津大進法橋元好（花押） ・下間治部卿法印頼弼（花押）常州茨城郡水戸坂戸善重寺念住＊包紙上書「常州遍照山 」 、東本願寺二十代達如影像
38　
覚（善重寺法宝物一覧）
　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
31］
縦一五・九㎝×横四五・八㎝宝暦八（一七五八）年子十一月
　
坂戸村善重寺
寺社御奉行所＊端書「十八世念秀真蹟」
39　
従如御書写
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
32］
縦一六・一㎝×横九三・六（四六・八×二紙）
宝暦三（一七五三）癸酉年月十五日釋従如御印伊豆国
　
相模国
　
武蔵国
　
上総国
　
下総国
　
上野国
　
下野国
　
常
陸国
　
院家衆中
　
一家衆中
　
飛檐衆中
　
惣坊主衆中
＊東本願寺十八代従如の御書の写し。
40　
在京諸国詰合法中書状
　　
一点
　
継紙（四紙）
　［Ａ
33］
縦一七・八㎝×横一五五・九㎝（年未詳）正月廿八日
　
在京諸国詰合法中（黒印）
常州水戸坂戸村善住寺様＊端書「諸国詰合法中書翰」
41　
定（二十四輩寺院連署）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
34］
縦三〇・五㎝×横三八・六㎝宝暦八（一七五八）年正月廿八日無量寿寺・如来時・弘徳寺・妙安寺・西念 ・東弘寺・善重寺・阿弥陀寺・枕石寺・照願寺・常福寺・常弘寺・唯信寺・西光寺
42　
覚（江戸浅草御坊輪番所仮収納金）
　　
一点
　
継紙
　［Ａ
35］
縦一六・五㎝×横五一・二㎝（年未詳）閏三月廿一日
　
江戸浅草御坊輪番所（黒印）
＊端書「達如上人御得度仮収票」
43　
善重寺十九世善継回文
　　
一点
　
折紙
　［Ａ
36］
縦二八・九㎝×横三九・ ㎝
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第三十五号
九〇
（年未詳）十二月廿四日
　
坂戸善重寺
阿弥陀寺・照願寺・枕石寺・西光寺・願船寺・真佛寺・法専寺正念寺＊付箋「十九世善継筆回文」
44　
十一月十九日付回文控
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
37］
縦三〇・七㎝×横四〇・一㎝＊端書「十一月十九日付回文ノ控」
45　
十一月十九日付回文本達
　　
一点
　
切紙
　　
［Ａ
38］
縦三〇・七㎝×横四〇・一㎝善重寺江＊端書「十一月十九日付回文ノ本達」
46　
十二月廿四日付回文本達
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
39］
縦二九・〇㎝×横三九・ ㎝＊端書「十二月廿四日付回文ノ本達」
47　
指上申一札之事（宗門送状）
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
40―
1］
縦三二・五㎝×横四七・〇㎝寛政十二（一八〇〇）年申壬四月八日＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
48　
一札之事（宗門送状）
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
40―
2］
縦三二・二㎝×横四二・三㎝明和六（一七六九）年丑八月
＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
49　
覚（人別証文）
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
40―
3］
縦一四・二㎝×横二七・六㎝明和八（一七七一）年卯五月
　
＊端書「人別証文十 通ノ内」 （
47～
57）
50　
人別証文
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
40―
4］
縦二八・八㎝×横二七・二㎝寛政十一（一七九九）年未十一月＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
51　
指上一札之事
　　
一点
　
一紙
　　　
［Ａ
40―
5］
縦二七・五㎝×横三六・八㎝享和元（一八〇一）年酉十二月 日＊端書「人別証文十 通ノ内」 （
47～
57）
52　
奉公人請状之事
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
40―
6］
縦三七・〇㎝×横二七・六㎝寛政十一巳未（一七九九）年三月＊端書「人別証文十 通ノ内」 （
47～
57）
53　
覚（人別証文）
　　
一点
　
継紙（二枚）
　　
［Ａ
40―
7］
縦一五・八㎝×横三六・七㎝安永二（一七七三）年己十二月＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
九一
54　
覚（人別証文）
　　
一点
　
継紙（二枚）
　　
［Ａ
40―
8］
縦一六・〇㎝×横二四・九㎝宝暦九年（一七五九）卯八月＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
55　
覚（人別証文）
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
40―
9］
縦一六・一㎝×横三一・四㎝天明四（一七八四）年辰十月＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
56　
覚（人別証文）
　　
一点
　
継紙（二枚）
　　
［Ａ
40―
10］
縦一五・八㎝×横二七・五㎝天明二（一七八二）年子二月＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
57　
覚（人別証文）
　　
一点
　
継紙（二枚）
　［Ａ
40―
11］
縦一六・二㎝×横三三・六㎝宝暦十三（一七六三）年未七月＊端書「人別証文十一通ノ内」 （
47～
57）
58　
古鐘銘ノ達書
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
41］
縦一六・二㎝×横三三・六㎝（年未詳）十一月十四日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺
59　
半鐘ノ銘
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
42］
縦三一・二㎝×横四四・七㎝寛文九（ 六六九）年歳次立秋十有四日
　
筆海堂拝
60　
鐘供養法事差定
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
43］
縦三一・四㎝×横四六・一㎝明和四（ 七六七）丁亥五月
61　
触頭之記（慶応三・四年念成遺筆）
　　
一冊
　
和綴
　　
［Ａ
44］
縦二四・七㎝×横一七・五㎝慶應三・四両（一八六七・八 年＊表紙右「 〈慶應三四両年／遍照山善重寺廿三世〉念成之遺筆」
62　
永代経寄進帳（明治二十二年）
　　
一冊
　
和綴
　　
［Ａ
45］
縦二四・七㎝×横一七・五㎝明治二十二（一八八九）年七月＊表紙左「善重寺廿四世住職／釋了圓」
63　
善重寺回状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
46］
縦一六・八㎝×横八三・ ㎝（年未詳）十一月廿四日
　
善重寺
真佛寺（黒印 阿弥陀寺・願船 ・枕石寺・西光寺・法専寺・照願寺
64　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
47］　
縦一六・二㎝×横五二・〇㎝（年未詳）八月五日
　
寺社奉行所
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
九二
坂戸善重寺
65　
奉願口上之覚
　　
一点
　
継紙（三紙）
　　
［Ａ
48］
縦一五・四㎝×横八三・〇㎝寛政二（一七九〇）年戌八月
　
坂戸善重寺
寺社奉行所
66　
某書状（先達而被願上候）
　　
一点
　
継紙
　　
［Ａ
49］
縦一五・三㎝×横六〇・一㎝（年未詳）十月七日＊
No
67と同筆。
67　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
50］
縦一五・〇㎝×横五九・九㎝（年未詳）十月八日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺
68　
善重寺書状（先達而奉願上候）
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
51］
縦一五・六㎝×横三六・五㎝（年未詳）十月八日
　
坂戸善重寺
寺社奉行所
69　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
52］
縦一五・四㎝×横三二・八㎝（年未詳）六月廿六日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺
70　
口上之覚
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
53］
縦一六・三㎝×横三五・五㎝（年未詳）戌十一月
　
善重寺
寺社奉行所＊端書「六号二」
71　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
54］
縦一五・五㎝×横七七・七㎝（年未詳）十二月十二日
　
寺社奉行所
千種寺末宮・常照寺・善重寺・羅漢寺 宝蔵寺・六地蔵寺・正暦寺・観音＊端書「七号」
72　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
55］
縦一六・三㎝×横三一・〇㎝（年未詳）十二月廿九日＊端上書「坂戸善重寺
　
寺社奉行所」
＊端書「八号」
73　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
55］
縦一六・二㎝×横三六・三㎝（年未詳）十二月廿八日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺＊端書「九号」
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
九三
74　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
57］
縦一五・二㎝×横四四・七㎝（年未詳）正月十五日
　
寺社奉行所
坂戸村善重寺＊端書「十号ノ 」
75　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
58］
縦一五・一㎝×横三三・ ㎝（年未詳）正月十五日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺＊端書「十号ノ二」
76　
覚（金子借用証文）
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
59］
縦一五・八㎝×横七二・二㎝（年未詳）十二月
　
善重寺
寺社奉行所＊端書「十号ノ三」
77　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
60］
縦一四・六㎝×横二八・二㎝（年未詳）三月廿七日＊端上書「坂戸善重寺
　
寺社奉行所」
＊端書「十一号」
78　
奉願上候口上之覚
　　
一点
　
継紙（三紙）
　　
［Ａ
61］
縦一五・四㎝×横一〇九・四㎝（年未詳）閏四月
　
坂戸善重寺（黒印）
寺社御行所＊端書「十二号」
79　
善重寺書状
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
62］
縦一六・〇㎝×横七七・〇㎝（年未詳）壬四月
　
坂戸善重寺（黒印）
寺社御奉行所＊端書「十三号」
80　
奉願上候口上之覚
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
63］
縦一五・五㎝×横六六・〇㎝（年未詳）一月
　
坂戸善重寺（黒印）
寺社御奉行所＊端書「十四号」
81　
寺社奉行所上納受取状
　　
一点
　
継紙（一枚）
　　
［Ａ
64］
縦一四・四㎝×横四一・六㎝（年未詳）七月朔日端上書「坂戸善重寺
　
寺社奉行所」
＊端書「十五号ノ一」
82　
奉願候口上之覚
　　
一点
　
継紙（一枚）
　　
［Ａ
65］
縦一五・七㎝×横六六・〇㎝
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
九四
（年未詳）九月
　
坂戸善重寺
寺社御奉行所＊端書「十五号ノ二」
83　
寺社奉行所達書
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
66］
縦一四・〇㎝×横五二・〇㎝（年未詳）九月廿一日
　
寺社奉行所
坂戸善重寺＊端書「十五号ノ三」
84　
乍恐奉願口上之覚
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
67］
縦一五・六㎝×横四四・一㎝（年未詳）十二月
　
坂戸善重寺（黒印）
寺社御奉行所＊端書「十六号ノ一」
85　
奉願上候口上之覚
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
68］
縦一五・七㎝×横五七・九㎝（年未詳）二月
　
坂戸善重寺
寺社御奉行所＊端書「十六号ノ二」
86　
善重寺書状（先達而上京之節）
　　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ａ
69］
縦一五・三㎝×横九〇・三㎝（年未詳）亥八月
　
善重寺
寺社御奉行所＊端書「十七号」
87　
善重寺回状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
70］
縦一五・五㎝×横七六・七㎝（年未詳）十月廿七日
　
善重寺（黒印）
真仏寺・阿弥陀寺・枕石寺（黒印） ・西光寺・願船寺・法専寺・照願寺＊端書「甲」
88　
二十余輩規格記之中之一箇条
　　
一点
　
切紙
　　
［Ａ
71］
縦一五・一㎝×横一九 七㎝（年月日未詳）
89　
当寺伝来ノ法宝物覚
　　
六点
　
一紙
　　
［Ａ
72］
縦一八・八㎝×横三七・三㎝（年月日未詳）
90　
旧古文書元包紙
　　
七点
　
一紙
　　
［Ａ
73］
縦一七・二㎝×横三六・七㎝（年月日未詳）
91　
回状宛名部分断簡
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
74］
縦一五・〇㎝×横二五・三㎝真仏寺（黒印） ・阿弥陀寺（黒印） 枕石寺・西光寺 願船 （黒印） ・法専寺・照願寺
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
九五
（年未詳）正月廿八日他
92　
善重寺回状断簡
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
75］
縦一五・二㎝×横五四・六㎝（年未詳）子十一月十九日
　
阪戸善重寺（黒印）
安楽寺（黒印 ・信願寺（黒印） ・真仏寺（黒印） ・浄光寺（付箋） ・上宮寺（朱印） ・願船寺（黒印 ・阿弥陀寺（黒印） ・枕石寺（黒印） ・西光 覚念 慈願 照願 黒印） ・善徳 黒 寿命 ） ・本泉寺（黒印） 常圓印） ・法専寺西光寺代印（黒印） 青蓮 常弘
93　
文書断簡（両御門跡様御機嫌）
　　
一点
　
継紙（一紙）
　［Ａ
76］
縦一七・〇㎝×横二三 七㎝（年月日未詳）＊端書「廿四輩加列ニ付回文」 、文中「常州笠間光照 義廿四輩之列ニ相成度由」
94　
文書（回文）断簡
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
77］
縦一七・〇㎝×横四二・二㎝（年月日未詳）善重寺殿・妙安寺殿・東弘寺殿・阿弥陀寺殿・照願寺殿 無量寿寺・弘徳 ・西念寺 枕石寺（以下欠）
95　
文書断簡
　　
一点
　
継紙（一紙）
　　
［Ａ
78］
縦一五・四㎝×横四五・〇㎝
（年月日未詳）＊
No
93～
95はつながるか
96　
御影堂遷座行列次第記
　　
一巻
　
巻紙（二紙）
　［Ａ
79］
縦一七・八㎝×横一八四・〇㎝明暦四年（一六五八）四月上旬善重寺律師念了（花押）
97　
覚（するがや源兵衛借用証文）
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
80］
縦三二・二㎝×横二二・二㎝（年未詳）子六月
　
するがや源兵衛（朱印）
98　
光朗（達如）書状
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
81］
縦四四・一㎝×横五六・二㎝（年未詳）二月廿五日
　
光朗（花押）
筧猟之助殿＊光朗＝東本願寺二十代達如。
99　
志納金覚
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
82］
縦一七・五㎝×横七一・九㎝（年未詳）卯六月六日
　
下間宮内卿（印） ・森川左中（印）
100　
名越十蔵書状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
83］
縦一五・八㎝×横五七・五㎝（年未詳）三月九日端上書「吉田樵之助様
　
名越十蔵」
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
九六
＊端書「名越十蔵書翰」
101　
下間頼政書状（添状）
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
84］
縦三九・三㎝×横五三・一㎝（年未詳）十二月五日
　
下間宮内卿法眼頼政（花押）
筧助太夫様
102　
某書状案
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
85］
縦一六・四㎝×横八四・五㎝（年未詳）達十二月廿二日
103　
東本願寺家臣連署
　　
一点
　
継紙（現状分離）
　　
［Ａ
86］
縦一七・一㎝×横八七・八㎝（年未詳）三月九日
　
飼田大膳辰好（印） ・下間大蔵卿頼俊（印）
104　
本山免状（一如御影）
　　
一点
　
切紙
　　
［Ａ
87］
縦一八・八㎝×横五〇・〇㎝元禄十五（一七〇二）年五 廿九日八木監物重継 花押） ・七里大貮法橋（花押）常州茨城郡水戸庄濱田郷坂戸村遍照山善重寺様
　
願主善隣
105　
徳川治行書状（年頭祝儀返礼）
　　
一点
　
切紙
　　
［Ａ
88］
縦二一・一㎝×横五六・三㎝（年未詳）二月十六日
　
尾張宰相治行（花押）
青蓮院殿＊尾張宰相治行は美濃高須藩第五代藩主 松平義柄 で尾張徳川
家第九代宗睦の後継となるも先逝。
106　
徳川治紀書状（年頭挨拶）
　　
一点
　
切紙
　　
［Ａ
89］
縦二一・〇㎝×横五六・九㎝（年未詳）二月朔日
　
水戸中将治紀（花押）
青蓮院御門主御坊衆中＊水戸中将治紀は水戸藩 七 藩主。
107　
徳川治宝書状（年頭挨拶）
　　
一点
　
切紙
　　
［Ａ
90］
縦二一・三㎝×横五六・五㎝（年未詳）三月廿四日
　
紀伊中納言治寶（花押）
青蓮院御門跡＊紀伊中納言治寶は紀州藩第十代藩主。
108　
善重寺あて本山定衆連署状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
91］
縦一八・一㎝×横五〇・五㎝（年未詳）七月十一日願成院真栄（花押） ・妙安寺成惠（花押） ・智乗院真順（花押） ・光護院真成（花押常陸水戸善重寺殿
109　
下間頼隆書状
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
92］
縦一九・一㎝×横二四・〇㎝（年未詳）四月
　
下間頼隆（印）
＊端上書「常州善重寺様
　
下間治部卿法印」
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
九七
110　
東本願寺家臣銀子受取状（念道上京）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
93―
1］
縦一九・一㎝×横二三・五㎝（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間治部卿法印」
＊包紙上書「文政 年四月／当山廿一世／念道御房上京ノ受取」　（包紙は
No
110～
114計四通を一括）
112　
東本願寺家臣銀子受取状（念道上京）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
93―
2］
縦一九・一㎝×横二四・〇㎝（年未詳）三月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
川那部帯刀」
113　
東本願寺家臣銀子受取状（念道上京）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
93―
3］
縦一九・三㎝×横二三・七㎝（年未詳）四月五日
　
元淳（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
粟津陸奥介」
114　
東本願寺家臣銀子受取状（念道上京）
　　
一点
　
一紙
　
 ［Ａ
93―
4］
縦一九・三㎝×横二三・六㎝（年未詳）四月
　
頼弼（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間大蔵卿法眼」
115　
東本願寺家臣銀子受取状（輪袈裟）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
94―
1］                             
縦一九・一㎝×横二三・七㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
川那部帯刀」
＊包紙上書「廿一世念道
　
輪袈裟渡ノ印書」 （包紙は
No
115～
116を
一括）
116　
東本願寺家臣銀子受取状（輪袈裟）
　　
一点
　
一紙
　
 ［Ａ
94―
2］
縦一九・〇㎝×横二三・八㎝（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従
　
下間治部卿法印」
117　
春光寺隆善書状
　　
一点
　
巻紙
　　
［Ａ
95―
1］
縦一八・一㎝×横五〇・四㎝（年未詳）閏正月十六日
　
春光寺隆善
善重寺様＊包紙上書「常如上人御影願ニ付収票」 （包紙は
No
117～
119を一
括） 、ただし、
No
118を見る限り御影は常如（東本願寺十五代）
ではなく歓喜光院乗如（東本願寺十九代）のもの。
118　
江戸浅草御坊輪番所役僧金子受取状
　　
一点
　
巻紙
　［Ａ
95―
2］
縦一七・三㎝×横二六・二㎝（ 紙一六・九㎝＋二紙九・三㎝）（享和三〈一八〇三〉年）亥閏正月六日江戸浅草輪番所役僧（黒印）＊亥年で閏正月は享和三 一八〇三）年。飛脚賃金 両の受取。
119　
江戸浅草御坊輪番所役僧金子受取状
　　
一通
　
巻紙
　［Ａ
95―
3］
縦一八・一㎝×横四〇・〇㎝
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
九八
（年未詳）申四月八日
　
江戸浅草輪番所役僧（黒印）
120　
覚（金子受取状）
　　
一点
　
継紙（現状は三つに分断）
　　
［Ａ
96］
縦一八・一
 ㎝×横一〇八・〇㎝（横三四・五㎝＋横六八・二㎝＋横
五・三㎝）（年未詳）戌四月八日
　
極印所（黒印）
常州水戸善重寺侍従殿
121　
東本願寺家臣金子受取状 念称養子）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
97―
1］
縦一八・四㎝×横二三・五㎝（年未詳）五月廿三日
　
正章（黒印）
＊端上書「常州善重寺英丸様
　
大場斎院」
＊包紙上書「四世念称養子印書
　
五通」 （包紙は
No
121～
125を一括）
122　
東本願寺家臣金子受取状（念称養子）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
97―
2］
縦一八・八㎝×横二三・四㎝（年未詳）五月廿三日
　
順臣（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
稲波外記」
123　
東本願寺家臣金子受取状（念称養 ）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
97―
3］
縦一九・二㎝×横二三・八㎝（年未詳）五月廿四日
　
元陳（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
粟津環」
124　
東本願寺家臣金子受取状（念称養 ）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
97―
4］
縦一八・九㎝×横二四・〇㎝
（年未詳）五月廿三日
　
頼興（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
下間大蔵卿法橋」
125　
東本願寺家臣金子受取状（念称養子）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
97―
5］
縦一九・〇㎝×横二四・〇㎝（年未詳）五月廿三日
　
頼静（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
下間治部卿法印」
126　
東本願寺家臣金子受取状（内陣拝借）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
98―
1］
縦一八・〇㎝×横二一・三㎝（年未詳）九月七日
　（黒印）
＊端上書「水戸善重寺様
　
石井隼人」
＊包紙上書「明和元年七月当山十九世 霖御房此度ノ受取及同年九月内陣拝借ノ受取」 （包紙は
No
126～
129を一括）
127　
東本願寺家臣金子受取状（内陣拝借）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
98―
2］
縦一八・〇㎝×横二二・〇㎝（年未詳）九月四日
　（黒印）
＊端上書「水戸善重寺様
　
苗村監物」
128　
東本願寺家臣金子受取状（内陣拝借）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
98―
3］
縦一七・八㎝×横二一・六㎝（年未詳）九月四日
　
元及（黒印）
＊端上書「常州水戸善重寺様
　
粟津大学」
129　
東本願寺家臣金子受取状（内陣拝借）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
98―
4］
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
九九
縦一七・四㎝×横二一・〇㎝（年未詳）九月四日
　（黒印）
＊端上書「水戸善重寺様
　
若林蔵人」
130　
東本願寺家臣金子受取状（内陣継目）
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
99―
1］
縦一九・〇㎝×横二三・四㎝（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間治部卿法印」
＊包紙上書「廿 世念道内陣継用渡印書
　
四通」 （包紙は
No
130～
133を一括）
131　
東本願寺家臣金子受取状（内陣継目）
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
99―
2］
縦一九・〇㎝×横二四・〇㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
川那武帯刀」
132　
東本願寺家臣金子受取状（内陣継目）
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
99―
3］
縦一九・一㎝×横二三・六㎝（年未詳）四月八日
　
元淳（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
粟津陸奥介」
133　
東本願寺家臣金子受取状（内陣継目）
　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
99―
4］
縦一九・三㎝×横二三・三㎝（年未詳）四月
　
頼弼（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間大蔵卿法眼」
134　
東本願寺家臣金子受取状（念道養子）
　
一点
　
一紙
　［Ａ
100―
1］
縦一八・九㎝×横二三・四㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
川那部帯刀」
＊包紙上書「廿 世念道養子印書
　
六通」 （包紙は
No
134～
138を一
括） 、ただし六通とあるが現状五通しかない。
135　
東本願寺家臣金子受取状（念道養子）
　
一紙
　　
［Ａ
100―
2］
縦一八・七㎝×横二三・八（年未詳）四月十日
　
元淳（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
粟津右近」
136　
東本願寺家臣金子受取状（念道養 ）
　
一紙
　　
［Ａ
100―
3］
縦一九・一㎝×横二三・九㎝（年未詳）四月
　
頼弼（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
下間大蔵卿法橋」
137　
東本願寺家臣金子受取状（念道養 ）
　
一紙
　　
［Ａ
100―
4］
縦一八・九㎝×横二三・四㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
川那部帯刀」
138　
東本願寺家臣金子受取状（念道養 ）
　
一紙
　　
［Ａ
100―
5］
縦一九・一㎝×横二三・九㎝（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一〇〇
＊端上書「常州善重寺様
　
下間治部卿法印」
139　
御文写（念綜御坊真蹟）
　　
一点
　
切紙（九紙）
　［Ａ
101］
縦一八・八㎝×横一三・七㎝正徳元（一七一一）年霜月三十日
140　
法衣等代金覚
　　
一点
　
二紙
　［Ａ
102］
縦一二・一㎝×横三三・八㎝（年月日未詳）
141　
沼田藤次衛門書状
　　
一点
　
切紙
　［Ａ
103］
縦一六・〇㎝×横四六・八㎝（年未詳）二月十九端上書「善重寺様
　
沼田藤次衛門」
142　
一札（唯信寺・浄乗寺）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
104］
縦二四・八㎝×横二九・八㎝慶応三（一八六七）卯年三月
　
日
　
唯信寺唯明 花押） ・浄乗寺了海（花押）善重寺殿＊端上書「宍戸両寺仲裁証三通内」
143　
為取替申一札之事（案文）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
105］
縦二四・四㎝×横三四・〇㎝年号月日
　
唯信寺唯明・扱人善重寺念成
浄乗寺殿
＊端上書「宍戸両寺仲裁証三通内」
144　
為取替申一札之事（案文）
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
106］
縦二四・四㎝×横三四・〇㎝慶応三（一八六七）卯年三月
　
日
　
浄乗寺了海・扱人善重寺念成
唯信寺殿
145　
顕正坊書状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ａ
107］
縦一七・七㎝×横八二・五㎝（年未詳）四月二日
　
顕正坊良慶（花押）
善重寺様＊端上書「顕正坊書翰二通ノ内」
146　
願成坊・顕正坊連署状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　　
［Ａ
108］
縦一六・九㎝×横三九・三㎝　　　
（年未詳）五月十四日
浅草御坊願成坊惠元（花押） ・顕正坊良慶（花押）善重寺様＊端上書「顕正 書翰二通ノ内」
147　
衆為軒書状
　　
一点
　
継紙（三紙）
　　
［Ａ
109］
縦一五・六㎝×横六〇・二㎝（年未詳）皐月下二十三（五月 十三日）法王山尊正舟様
　
衆為軒拝
＊端上書「衆為軒書翰」
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一〇一
148　
霊曜書状
　　
一点
　
継紙（二紙・現状分断）
　［Ａ
110］
縦一七・九㎝×横六七・三㎝（四九・五㎝＋一七・八㎝）（年未詳）七月廿四日
　
霊曜
149　
彼岸御経志上納受取証
　　
一綴
　
刷物
　［Ａ
111］
縦一五・八㎝×横四二・八㎝（年月日未詳）
150　
坂戸善重寺宝物弘通聞添書
　　
一点
　
折紙
　［Ａ
112］
縦二七・五㎝×横三六・五㎝（年月日未詳）
151　
東本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　
一点
　
一紙
　［Ａ
113―
1］
縦一九・二㎝×横二四・〇㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「善重寺侍従様
　
川那部帯刀」
＊包紙上書「廿 世念道得度渡ノ印書
　
四通」 （包紙は
No
151～
155
を一括）
152　
東本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
113―
2］
縦一八・七㎝×横二三・五㎝（年未詳）四月十四日
　
元淳（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
粟津右近」
153　
東本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
113―
3］
縦一九・〇㎝×横二三・八㎝
（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
＊端上書「善重寺侍従様
　
下間治部卿法印」
154　
東本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
113―
4］
縦一九・〇㎝×横二三・六㎝（年未詳）四月
　
頼弼（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間大蔵卿法橋」
155　
覚（得度御礼）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
113―
5］
縦一九・〇㎝×横三五・二㎝（年未詳）戌四月八日
　
極印所（黒印）
常州水戸善重寺侍従殿
156　
東本願寺家臣金子受取状（念称得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
114―
1］
縦一八・四㎝×横二三・ ㎝（年未詳）五月廿四日
　
正章（黒印）
＊端上書「常州善重寺少将様
　
大場斎院」
＊包紙上書「廿世念称得度印書
　
五通」 （包紙は
No
156～
160を一括）
157　
東本願寺家臣金子受取状（念称得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
114―
2］
縦一九・〇㎝×横二三・五㎝（年未詳）五月廿四日
　
元陳（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
粟津環」
158　
東本願寺家臣金子受取状（念称得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
114―
3］
縦一八・九㎝×横二三・八㎝
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一〇二
（年未詳）五月廿四日
　
頼興（黒印）
＊端上書「常州善重寺少将様
　
下間大蔵卿法橋」
159　
東本願寺家臣金子受取状（念称得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
114―
4］
縦一九・一㎝×横二四・一㎝（年未詳）五月廿四日
　
頼静（黒印）
＊端上書「常州善重寺少将様
　
下間治部卿法印」
160　
東本願寺家臣金子受取状（念称得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
114―
5］
縦一八・八㎝×横二三・〇㎝（年未詳）五月廿四日
　
順臣（黒印）
＊端上書「常州善重寺少将様稲波外記」
161　
東本願寺家臣金子受取状（念称内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
115―
1］
縦一八・八㎝×横二四・三㎝（年未詳）三月廿七日
　
正章（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
大場斎院」
＊包紙上書「廿世念称内陣印
　
五通」 （包紙は
No
161～
165を一括）
162　
東本願寺家臣金子受取状（念称内陣）
　
一点
　
一紙
　［Ａ
115―
2］
縦一八・九㎝×横二三・三㎝（年未詳）三月廿九日
　
宗寿（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
鈴木修理」
163　
東本願寺家臣金子受取状（念称内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
115―
3］
縦一八・六㎝×横二三・五㎝
（年未詳）三月廿八日
　
忠昌（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
井上要人」
164　
東本願寺家臣金子受取状（念称内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
115―
4］
縦一八・六㎝×横二三・六㎝（年未詳）三月廿八日
　
忠昌（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
井上要人」
165　
東本願寺家臣金子受取状（念称内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
115―
5］
縦一八・九㎝×横二三・七㎝（年未詳）三月二十九日
　
宗寿（黒印）
＊端上書「常州善重寺様
　
鈴木修理」
166　
本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
116―
1］
縦一九・一㎝×横二三・六㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺時丸様
　
川那部帯刀」
＊包紙上書「廿 世念道ノ事
　
時丸得度願受取
　
四通」 （包紙は
No
166～
169を一括）
167　
本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
116―
2］
縦一九・一㎝×横二四・一㎝（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
＊端上書「常州善重寺時丸様
　
下間治部卿法印」
168　
本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
116―
3］
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一〇三
縦一八・六㎝×横二三・九㎝（年未詳）四月十日
　
元淳（黒印）
＊端上書「常州善重寺時丸様
　
粟津右近」
169　
本願寺家臣金子受取状（念道得度）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
116―４］
縦一九・一㎝×横二三・九㎝（年未詳）四月
　
頼弼（黒印）
＊端上書「常州善重寺時丸様
　
下間大蔵卿法橋」
170　
本願寺家臣金子受取状（念道内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
117―
1］
縦一九・一㎝×横二三・五㎝（年未詳）四月
　
頼隆（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間治部卿法印」
＊包紙上書「文政 年四月
　
念道御房内陣継目願ノ受取
　
五通」
（包紙は
No
170～
174を一括）
171　
本願寺家臣金子受取状（念道内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
117―
2］
縦一九・二㎝×横二三・五㎝（年未詳）四月
　
頼弼（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間大蔵卿法眼」
172　
本願寺家臣金子受取状（念道内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
117―
3］
縦一九・一㎝×横二四・〇㎝（年未詳）四月
　
宗延（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
川那部帯刀」
173　
本願寺家臣金子受取状（念道内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
117―
4］
縦一八・八㎝×横二三・四㎝（年未詳）四月二日
　
元淳（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
粟津陸奥介」
174　
本願寺家臣金子受取状（念道内陣）
　　
一点
　
一紙
　［Ａ
117―
5］
縦一九・一㎝×横二三・六㎝（年未詳）四月六日
　
頼政（黒印）
＊端上書「常州善重寺侍従様
　
下間宮内卿法印」
175　
御書礼金披露状
　
一点
　
継紙（現状二紙分断
　　
［Ａ
118］
縦一七・六㎝×横六二・九㎝（年未詳）正月九日
　
横田内記（黒印） ・大場斎院（黒印）
常州坂戸善重寺殿・同寺坊守・同寺惣同行中
176　
従如染筆御礼披露状
　　
一点
　
一紙
　　
［Ａ
119］
縦一八・一㎝×横二四・一㎝＊従如は東本願寺十八代。
177　
江戸浅草御坊南林坊・圓重寺連署状
　　
一点
　
継紙（三紙）
　［Ａ
120］
縦一縦一八・二㎝×横七七・四㎝（年未詳）十二月七日江戸浅草御坊南林坊（黒印） 圓重寺（黒印）水戸善重寺様＊端書「南林圓重書翰」
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一〇四
178　
集会場達書
　　
一点
　
継紙（三紙）
　　
［Ａ
121］
縦一七・七㎝×横五九・八㎝（年未詳）五月
　
集会所（黒印）
179　
本山諸礼金帳
　　
一冊
　
袋綴（横半帳）
　　
［Ａ
122］
縦一七・〇㎝×横一二・二㎝（年月日未詳）＊表紙左下に「廿二世念住之筆」 。
180　
太子堂大工作料帳
　　
一冊
　
袋綴（横半帳）
　　
［Ａ
123］
縦一八・五㎝×横一四・五㎝天明元（一七八一） 丑十二月原題「太子堂御作料勘定帳」
181　
大方等如来蔵経
　　
一巻
　
巻子装極入
　　
［Ａ
124―
1］
縦二四・五㎝×横長丈応和二（九六二）年五月奉納
182　
大方等如来蔵経拝観記
　　
一点
　
折紙
　　
［Ａ
124―
2］
縦三六・三㎝×横四九・一㎝明治三十二（一八九九）年一月廿三日＊「三浦了圓上人携此巻見示／島田蕃根拝観（朱印） 」
183　
聖徳太子講式
　　
一巻（現状は八紙に分断）
　　
［Ａ
125］
縦三〇・七㎝×横四四・七㎝（一枚目）（書写年不明）
184　
顕如判御文
　　
一冊
　
袋綴
　［Ｂ
1］
縦二七・一㎝×横二二・四㎝＊木箱入。取り混ぜ御文。
185　
一如判御文
　　
一冊
　
袋綴
　［Ｂ
2］
縦二七・〇㎝×横二二・〇㎝＊木箱入。五帖目。
186　
本山免状（緞子輪袈裟）
　　
一点
　
折紙
　［Ｂ
3］
縦三九・二㎝×横五三・二㎝文政九（一八二六）年四月十六日川那辺帯刀宗延（黒印 ・下間治部卿法印頼隆（黒印）常州茨城郡水戸坂戸村善住寺侍従念道＊包紙上書「常州
　
善重寺」
187　
乍恐奉歎願口上覚（素絹継目）
　　
一冊
　
仮綴
　［Ｂ
4］
縦二七・七㎝×横二〇・五㎝慶応三（一八六七）年卯三月一日常州坂戸二十四輩本席善重寺念成（花押）集会所月番御衆中＊口上覚は二丁分。さらに「別 由緒略記」 （五丁分）を付す。
188　
東本願寺家臣金子受取状
　　
一点
　
折紙
　［Ｂ
5］
縦三六・六㎝×横四九・五㎝（年未詳）七月九日
　
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一〇五
石井隼人政忠（黒印） ・粟津大学元昭（黒印）水戸善重寺殿
189　
善重寺後住願
　　
一点
　
折紙
　［Ｂ
6］
縦二七・一㎝×横三六・八㎝（年月日未詳）＊善重寺新発意念成は病身ニ付、隠居願ならびに後住のこと。
190　
東本願寺家臣銀子受取状（得度願）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
7］
縦一七・八㎝×二三・一㎝（年未詳）六月二十三日
　
元及（黒印）
端書「水戸善重寺文丸様
　
粟津大学」
191　
東本願寺家臣銀子受取状（得度願）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
8］
縦一六・九㎝×横二四・〇㎝（年未詳）七月二日
　（黒印）
端書「水戸善重寺中将様
　
若林蔵人」
192　
親鸞六百回忌法会懇志上納につき四箇条
　　
一冊
　
仮綴
　［Ｂ
9］
縦二六・五㎝×横一八・八㎝（文久 〈一八六二〉年）戌二
　
御本山御納戸（黒印）
193　
懇志受取状（従如法事）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
10］
縦一八・一㎝×横二四・一㎝（年未詳）辰三月八日
　
池尾伊織（黒印） ・石井隼人（黒印）
水戸善重寺殿
194　
懇志受取状
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
11］
縦一八・二㎝×二四・三㎝（年未詳）八月十四日
　
池尾伊織（黒印） ・石井隼人（黒印）
常州坂戸村善重寺殿＊金二百疋
195  懇志受取状（悉成院香奠）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
12］
縦一八・〇㎝×横二四・三㎝（年未詳）八月七日
　
若林蔵人（黒印） ・下間治部卿（黒印）
水戸善重寺月次講中
196　
覚（親鸞聖人御真筆連座名号寄付）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
13］
縦三二・八㎝×三一・三㎝明和二（一七六五） 酉四月廿一日台町弐町目
　
佐久間利重（黒印）
善重寺第二十世善林現住＊端書「宝物寄附書」 、
No
212関連。
197　
善重寺善継書状
　　
一点
　
継紙（二紙・現状分断）
　［Ｂ
14］
縦一八・〇㎝×横一〇〇・〇㎝（宝暦十三〈一七六三〉年） 月廿八日
　
善重寺善継（花押）
光護院様・智乗院様・妙安 様・願成院様＊別筆「宝暦十三年未十二月廿八日
　
請過書之下書」 、端書「善
継書翰」
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一〇六
198　
境内地御更正願（案）
　　
一冊
　
仮綴（綴外れ）
　　
［Ｂ
15］
縦二七・六㎝×横一八・五㎝明治廿八（一八九五）年十月廿 日高崎知事宛
199　
懇志受取状（真如法事）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
16］
縦一八・〇㎝×横二四・二㎝（年未詳）子四月朔日
　
若林蔵人（黒印） ・下間治部卿（黒印）
常州水戸善重寺殿
200　
懇志受取状（山科御坊御再建）
　
一点
　
一紙
　［Ｂ
17］
縦一七・七㎝×横二四・六㎝（年未詳）二月十七日
　
池尾伊織（黒印） ・下間治部卿（黒印）
水戸善重寺殿
201　
懇志受取状（御遠忌）
　
一点
　
一紙
　［Ｂ
18］
縦一七・六㎝×横二四・一㎝（年未詳）七月廿日
　
飼田大膳（黒印） ・下間大蔵卿（黒印）
常州水戸善重寺門徒中
202　
懇志受取状（従如法事）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
19］
縦一八・〇㎝×横二五・〇㎝（年未詳）三月五日
　
池長伊織（黒印） ・粟津日向守（黒印）
水戸善重寺殿
203　
懇志受取状（御再建）
　
一点
　
一紙
　［Ｂ
20］
縦一八・三㎝×横二四・六㎝（年未詳）二月十一日
　
稲波外記（黒印） ・下間大蔵卿（黒印）
常州坂戸村善重寺門徒中
204　
遠慶坊書状
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
21］
縦一七・一㎝×横九五・八㎝（年未詳）二月七日
　
遠慶坊圓禿（花押）
善重寺様＊端書「遠慶坊書翰」
205　
善重寺善継書状
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
22］
縦一七・九㎝×横九八・六㎝（年未詳）閏三月十三日
　
善重寺善継（花押）
下間治部卿法眼様・粟津大学 ・石井隼人様・池尾伊織様＊端書「家老宛書翰」 、御児様の得度に対する祝儀上納。
206　
東本願寺家臣連署状
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
23］
縦一八・三㎝×横四九・五㎝（年未詳）己四月六日
　
鈴木修理（黒印） ・下間大蔵卿（黒印）
常州水戸下町同行中＊端書「御再建大工手伝収票」
207　
懇志受取状（御書）
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
24］
縦一八・二㎝×横四九・〇㎝（年未詳）己九月二十日
　
下間大蔵卿（黒印） ・鈴木修理（黒印）
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一〇七
208　
飯富村真仏寺寺役法要預達状
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
25］
縦一九・〇㎝×横五〇・四㎝（年未詳）午四月
　
浅草輪番所（黒印）
坂戸村善重寺殿
209　
鍵役所（代番料）書状
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
26］
縦一八・〇㎝×横九四・二㎝（年未詳）七月十一日
　
御鍵役所（黒印）
善重寺殿＊端書「御鍵役書翰」
210　
東本願寺家臣連署状
　　
一点
　
継紙（現状六紙分断）
　［Ｂ
27］
縦一四・七㎝×二四〇・二㎝（年未詳）八月
　
池尾伊織盛勝・石井隼人政忠・粟津大学元昭・
下間治部卿法眼頼静常陸水戸御領
　
御一家衆御中・飛檐衆中・坊主衆中
＊端書「乗物喚鐘ニ付回文」
211　
東本願寺家臣書状写
　　
一紙（現状三紙分断）
　［Ｂ
28］
縦二七・六㎝×横（三七・〇
+
三七・〇
+
三七・二）㎝
（年未詳）十二月廿一日
　
井上要人・鈴木修理・稲波外記・大場
斎院・粟津日向守・下間大蔵卿・下間治部卿
　
各々在判
常陸水戸御領
　
御一家衆御中・飛檐衆中・惣坊主 中・惣御門徒
中
＊端書「本山回文」 、再建作事亙寄進について
212　
覚（宝物寄付金受納）
　　
一紙
　［Ｂ
29］
縦三二・五㎝×横二八・六㎝明和二（一七六三）年酉四月
　
作久間新十（黒印）
善重寺様御納所様＊端書「宝物寄附受取書」 、
No
196関連
213　
佐久間太一郎書状
　　
一点
　
継紙（二紙）
　［Ｂ
30］
縦一五・二㎝×横八一・五㎝（年未詳）三月十一日
　
佐久間太一郎
廣瀬三七郎様＊端書「佐久間太一郎書翰」
214　
宗旨証文事（佐久間三郎左衛門）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
31］
縦三三・〇㎝×二四・八㎝享和元（一八〇一）年 月
　
坂戸善重寺（黒印）
215　
本堂造作ニ付届書
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
32］
縦二六・一㎝×横二三・三㎝（年未詳）卯十二月
　
坂戸村善重寺
寺社御役所＊端書「本堂造作届書」
216　
善重寺念成住職之記
　　
一冊
　
仮綴
　［Ｂ
33］
縦二四・七㎝×横一七・三㎝
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十五号
一〇八
慶応三（一八六七）年十二月
217　
勝福寺・大信坊連署状
　　
一点
　
継紙
　［Ｂ
34］
縦一八・六㎝×横六九・八㎝（年未詳）三月廿六日
　
勝福寺・大信坊
善重寺様
218　
一札（永丸猶子）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
35］
縦三二・三㎝×横二五・二㎝天保七（一八三六）丁 年十二 日
　
宝満寺（黒印）
額田村阿弥陀寺様
219　
一札（永丸善重寺後住）
　　
一点
　
一紙
　［Ｂ
36］
縦三〇・〇㎝×横三六・二天明八（一七八八）年申二月日
　
水戸額田阿弥陀寺信淳（花押）
銚子宝満寺殿＊端書「念称養子ノ証二通ノ内」
220　
二十四輩巡拝図會前編・後編
　　
一〇冊
　
版本袋綴
　［Ｃ
1］
縦二五・四㎝×横一八・三㎝享和三（一八〇三）年釈了貞自序
221　
水戸藩内寺社領台帳
　　
一冊
　
袋綴
　［Ｃ
2］
縦二七・〇㎝×横一八・三㎝天保五（一八三四）年甲午六月写畢
　
坂場旨敏
222　
隨喜名簿
　
一冊
　
袋綴
　［Ｃ
3］
縦一〇・三㎝×横一五・四㎝（年月日未詳）
223　
金銭出納簿
　
一冊
　［Ｃ
4］
縦一八・一㎝×横二五・七㎝（年月日未詳）
224　
大谷本願寺歴代御影
　　
一冊
　
折本
　［Ｃ
5］
縦一九・三㎝×横一三・四㎝昭和初期
225　
ノート
　　
一冊
　［Ｃ
6］
縦二〇・五㎝×横一二・七㎝（年月日未詳）
226　
大谷本願寺大御忌記念写真帖
　　
一冊
　
刊本
　［Ｃ
7］
縦一八・四㎝×横二四・五㎝大正元（一九一二）年
　
発行所
　
真宗法話会
227　
上宮太子奉讃帖
　　
一冊
　［Ｃ
8］
縦二五・三㎝×横一七・〇㎝（年月日未詳）
228　
国宝保存資金随喜芳名
　　
一冊
　［Ｃ
9］
縦二四・三㎝×横一六・六㎝大正五（一九一六）年四月
　
水戸善重寺（朱印）
229　
廿四輩拾弐番水戸善重寺太子堂修繕特志簿
　　
一冊
　［Ｃ
10］
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一〇九
縦二四・七㎝×横一六・七㎝大正二年（一九一三）四月発起人石川梅吉 住職 浦彰円
230　
善重寺太子堂修理費用書類
　
一綴
　［Ｃ
11］
縦二四・七㎝×横一六・〇㎝（年月日未詳）
231　
善重寺本堂再建随喜名簿
　　
一冊
　［Ｃ
12］
縦二三・三㎝×横一六・〇㎝大正三（一九一四）年十月
 
常陸東茨城郡酒門村廿四輩御旧跡善重寺（朱印）
232　
善重寺太子堂再建随喜名簿謄本
. （東京ノ部）
　　
一冊
　［Ｃ
13］
縦二四・三㎝×横一六・四㎝明治三十（一八九七）年
233　
善重寺太子堂再建寄附金名牒
　　
一冊
　［Ｃ
14］
縦二三・四㎝×横一六・〇㎝（年月日未詳）
234　
廿四輩拾弐番水戸善重寺太子堂修繕特志簿
　　
一冊
　［Ｃ
15］
縦二四・一㎝×横一六・五㎝大正二（一九一三）年四月日本橋区橘町壱丁目
　
発起人
　
石川梅吉
235　
国宝保存資金随喜芳名
　　
一冊
　［Ｃ
16］
縦二七・四㎝×横一九・四㎝大正五（一九一六）年四月
　
水戸善重寺
236　
善重寺太子堂再建ニ付勧進帖面
　
一冊
　
横帳
　［Ｃ
17］
縦一二・二㎝×横三二・八㎝（年月日未詳）
237　
善重寺太子堂建志礼状（三浦彰円）
　　
二枚
　
刷物
　［Ｃ
18］
縦一九・五㎝×横三五・二㎝大正二年（一九一三）か。
238　
善重寺太子堂再建賛襄名簿
　　
一枚
　
刷物
　［Ｃ
19］
縦二七・〇㎝×横三九・〇㎝大正二年（一九一三）か。＊明治三十 太子堂再建賛襄名簿と大正 年竣工賛襄名簿
239　
善重寺太子堂再建随喜名簿
　　
三冊
　［Ｃ
20］
縦二三・五㎝×横一六・四㎝＊内表紙右に「源義公寄附霊像」 、左に「常陸国東茨城郡酒門村善重寺再建事務所（朱印） 」 、名簿には島田蕃根 井上円了・九鬼隆一・榎本武揚など著名人名多数。
240　
聖徳太子五憲法・全
　　
一冊
　
刊本
　［Ｃ
21］
縦二四・八㎝×横一七・二㎝寛政九（一七九七）年二月尾陽應夢山主瑞春州識
同朋大学佛教文化研究所紀要
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241　
善重寺再奥ニ付復寺書上日記及入費請事留
　　
一冊
　［Ｄ
1］
縦二七・三㎝×横一八・四㎝明治十一（一八七八）年光圓寺住職藤教令所持
242　
明治十八年善重寺移転ニ付寄附帳
　　
一冊
　［Ｄ
2］
縦二七・〇㎝×横一七・〇㎝明治十八（一八八五）年八月
243　
明治十八年善重寺移転ニ付寄附帳
　　
一冊
　［Ｄ
3］
縦二五・二㎝×横一八・〇㎝明治十八（一八八五）年八月
244　
明治十八年善重寺移転ニ付寄附帳
　　
一冊
　［Ｄ
4］
縦二四・四㎝×横一六・二㎝明治十八（一八八五）年旧十二月
245　
明治十九年善重寺本堂移転経費不足追徴簿
　　
一冊
　［Ｄ
5］
縦二四・〇㎝×横一五・八㎝明治十九（一八八六）年五月
246　
元善重寺々号復旧之儀願
　　
一冊
　［Ｄ
6］
縦二四・六㎝×横一六・四㎝明治十一（一八八七）年十一月
 七日
247　
開墾地願
　　
一冊
　
仮綴
　［Ｄ
7］
縦二四・四㎝×横一六・八㎝
明治十八（一八八五）年十一月十日
　
大地主三浦登志（黒印） ・戸長菊池友輔（朱印）茨城県令島惟精殿
248　
明治十八年善重寺無縁墓記
　　
一冊
　［Ｄ
8］
縦二三・六㎝×横一五・七㎝明治十八（一八八五）年七月
249　
明治二十七年善重寺共有墓地人名簿
　　
一冊
　［Ｄ
9］
縦二四・〇㎝×横一五・七㎝明治廿七（一八九四）年四月
　
善重寺住職
　
三浦了円
＊表紙右に「明治廿七年四月十 日届謄本」
250　
開墾地願
　　
一冊
　［Ｄ
10］
縦二三・八㎝×横一五・ ㎝明治二十（一八八七）年四月四日東茨城郡高田相礎会
　
戸長
　
白井忠（朱印）
251　
光圓寺独立御認可願・契約書
　　
二枚（罫紙）
　［Ｄ
11］
縦二四・〇㎝×横三二・二㎝＊認可願　
光圓寺住職
　
藤教令
　
善重寺住職
　
梅田了因
　
執事渥美契縁（花押）
＊契約書
【特別調査報告】水戸善重寺史料（近世・近代文書）
一一一
明治廿三（一八九〇）年三月十六日光圓寺住職藤教令（朱印善重寺住職梅田了圓殿
252　
講金途納ニ付事跡御願立御影願
　
一冊
　［Ｄ
12］
縦二四・八㎝×横一七・〇㎝大正九（一九二〇）十二月 日
　
右寺住職
　
三浦彰圓
＊さらに書付内容あり。
253　
善重寺建設許可状
　　
一枚
　［Ｄ
13］
縦二八・二㎝×横一九・四㎝　　　
大正六（一九一七）年三月十九日
254　
制札建設願（ ）
　　
一枚
　［Ｄ
14］
縦二七・四㎝×横四〇・一㎝大正六（一九一七）年三月八日三浦彰圓ならびに檀家総代高木兼吉・益子宗吉 大森勇太郎茨城県知事力石雄 郎殿
255　
開教員任名状
　　
一枚
　
奉紙
　　
［Ｄ
15―
1］
縦二一・六㎝×横二八・ ㎝大正七（ 九一八）年四月（朱印）七日
　
教学部長
　
関根仁應
布教使補
　
三浦文頴
＊包紙上書「天津別院在勤申付
　
七年四月七日／并ニ開教員
　
同
日」 （包紙は
No
255～
256を一括）
256　
天津別院在勤申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
15―
2］
縦二一・六㎝×横二八・七㎝大正七（ 九一八）年四月（朱印）七日
　
教学部長
　
関根仁應
開教員
　
三浦文頴
257　
開教員任名状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
16―
1］
縦二一・五㎝×横二九・〇㎝大正八（ 九一九）年八月（朱印）十四日教学第一部主任
　
参務関根仁應
三浦彰頴＊包紙上書「京城別院在勤
　
八年八月十四日／并ニ開教員
　
同
日」 （包紙は
No
257～
261を一括）
258　
京城別院在勤申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
16―
2］
縦二二・五㎝×横二八・八㎝大正八（一九一九）年八月（朱印）十四日教学第一部主任
　
参務関根仁應
開教員
　
三浦彰頴
259　
公州布教所在勤申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
［Ｄ
16―
3］
縦二二・〇㎝×横二七・九㎝大正十（一九二一）年十月（朱印）七日教学第一部主任
　
阿部惠水
京城別院在勤
　
三浦彰頴
同朋大学佛教文化研究所紀要
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260　
鮮語実習申付状
　　
一枚
　
奉書
　　
[ Ｄ
16―
4]
縦二二・六㎝×横一九・三㎝大正八（一九一九）年八月十四日教学第一部 朱印）開教員
　
三浦彰頴
＊罫紙「大谷派本山辞令用紙」使用。
261　
月手当金十二円支給（札）
　　
一枚
　　
[ Ｄ
16―
5]
縦二二・〇㎝×横七・二㎝（大正八〈一九一九〉年か）京城別院在勤
　
三浦彰頴
262　
徳川光圀書状
　　
一通
　
切紙（現状）
　［Ｅ１］
縦一五・五㎝×横四五・五㎝（年未詳）五月十六日
　
光圀
善重貴寺＊光圀は水戸藩第二代藩主。
263　
徳川光圀書状
　　
一通
　
切紙（現状）
　［Ｅ２］
縦一五・三㎝×横四五・ ㎝（年未詳）九月十二日
　
光圀
式部卿殿
264　
徳川綱條書状
　　
一通
　
切紙（現状）
　　
［Ｅ３］
縦一八・二㎝×横四五・五㎝
（年未詳）正月廿八日
　
水戸少将綱條（花押）
順教院＊綱條は水戸藩第三代藩主。
265　
徳川光圀覚書
　　
一通
　［Ｅ４］
縦二八・二㎝×横一三・二㎝延宝元（一六七三）年正月廿八日
　
水戸宰相光圀（花押）
＊伝親鸞筆名号を善重寺に安置するという覚書。
266　
光海（一如）書状
　　
一通
　［Ｅ５］
縦二一・九㎝×横三一・九㎝（年月未詳）十四日
　　
光（花押）
＊切封上書「順教院
　
光海」 。光海は東本願寺十六代一如。
267　
徳川光圀書状
　　
一通
　［Ｅ６］
縦一八・二㎝×横四八・五㎝（年未詳）正月廿八日
　
水戸宰相光圀（花押）
順教院
268　
徳川光圀書状
　　
一通
　［Ｅ７］
縦二九・六㎝×横四二・七㎝（年月未詳）十六日
　
□
＊切封上書「順教院
　
光圀」
（了）
